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活動性悪性腫瘍に伴う静脈血栓症患者に対する抗凝固療法の中―長期的
治療成績の検討（後ろ向きコホート研究）

武蔵野赤十字病院　循環器科

所属　　　　循環器科　　　　　氏名　　原　信博　　　　 

(西暦）　2020　　年　6　月　～　2021　　年　3　月

2014年9月から静脈血栓症に対し、直接経口抗凝固剤（DOAC；Direct
Oral Anti Coagulants）が本邦で使用可能となり、静脈血栓症に対する
治療選択肢が増えた。活動性悪性腫瘍に伴う静脈血栓症では、抗凝固療
法が推奨されているが、再発、出血率が、非悪性腫瘍患者と比較し、高
い。
目的：活動性悪性腫瘍に伴う静脈血栓症患者に対する抗凝固療法の中―
長期的治療成績を検討する。

2012年から2019年まで間に、2012年から2019年まで間に、活動性悪性腫
瘍による静脈血栓症と診断された連続症例。通常の診療範囲で行ってい
る。


